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´1,.・
J:」 l,1言を

尚、敬称 は略 させ ていただ き ます。

●平尾 lT 薫森 友之 ●園 田「  村 山勝 彦  ●大党 ■口「 澤 田 llづ」、

●大林 町  t田 清和  ● Hfヶ 原 II「 城  秀樹  ● [中 野町 中嶋忠治

● ド中野町 満 田 昇  ●池 之尻 町 堤 共郎  0上  ‖
『

 小椋喜幸

●百済寺本町 山本  4 rr ● 白済 寺田「 石森文和 ○北坂 町  辰 己裕 之

●愛 東外 J「 青 山 7_ ●小倉 II 吉川 普 己 ●青 山HT 北 邑重イ言

●曽根 町  占川 尚樹  ●妹 町   1市 田仁敏  ●中り●町  中村 賢次郎

●鯰江IT 鈴村藤 次 ● l岸 木 町 河 邑正成  0大 萩町  野瀬康 史

●梅林町  田中慎 二  以上 です。

きち協「きちづくιl委員会議」報告

今年度 よ り「 自治連Jと「 まち協」 の架 け橋 と して誕生 した「 まちづ

く り委 員」 の第 1国 会議 を去 る 7月 2日 愛東 コミュニ テ ィセ ンタ ーで開

催 しま した。

会議は、まち協中嶋会長の挨拶には じまり、自己紹介のあと、まず、「愛

東地区まちづくり協議会とは型また、「まちづ <り 委員とは」について、

村山副会長から、パワーポイン トを使い約 40分 PB5の 説明があり、最後

に愛東地区のまとまりを未来につなぐ「まちづくり委員」活動をお願い

しま した。

次に、まちづくり委員活動について、自治まちづくり部会から、昨年度

よ り実施 した自治会名表示看板事業を今年度も継続することと 7/27の
「あいとう夏まつりJで のバザー出店や参加についてお願いを し、更に

イベン ト備品の貸出について白治会での利用促進をお願い し終了 しま し

た。最後に藤関副会長より挨拶があり閉会 しま した。

ヽ

●



腑
　
酔

大
萩
の
災
害

九

月

一
日
は
防

災

の
日
で
す
。

大

正

一
一
年

に
発
生

し
た

関
東
大

震
災

に
合

わ

せ

て
設
け

ら
れ

ま

し
た
。

九

月
と

聞

い
て
思

い
出
す
愛

東

地

区

の

災
害

が
あ

り
ま
す
。

昭
和

四
七
年

九

月

一
六

日

の
午

後

九

時

二

〇

分

ご

ろ
、

百
済
寺

甲

町
で
発
生

し
た
十

石

流

で
す
。

角

井
峠

の
束
方

、
鈴
鹿

山
中

に
あ

つ
て
、

通
称
大

萩

と

呼
ば

れ

て

い
た

集

落

に
は
、
当
時

六
〇

戸
、

二
六

二

人

の
人
が
暮

ら

し

て

い
ま

し
た
。

そ

の
日
台

風

二
〇
号

は
、
強

風
と
人

雨

を

伴

っ
て
滋
賀

県
付

近

を

通
過

し

て

い
ま

し
た
。

特

に
大

量

の
降

雨

は
地

盤

を
緩

め
、

保
水
能

力

を
超

え
た
瞬

間
土

石
流

・
鉄

砲
水

を

発
生
さ

せ
ま

す
。

大

萩
集

落

で
は
、
南

束

一
か
所

か
ら
土

砂

が
滑

り
落
ち

ま

し
た
。

幸

い
に
も

死
者

や
負
傷
者

は
あ

り
ま

せ

ん

で
し
た
が
、
仝

戸
が
浸
水

、

全
壊

家

屋

〓
戸
、
破

損
家

屋
　

戸

の
被

害

が

発
生

し
ま

し
た
。

そ

の
時

の
恐
怖

を
今

も
鮮

明

に
覚

え

て
お
ら
れ

る
方

も
あ

る

で
し

ょ
う
。

人

々
は

不
安
な

夜

を
過
ご

し
、
救
援

物

資

が

届

い

た

の
は
翌

日

の
朝

７
時

ご

ろ
だ

つ
た

と

い
い
ま
す
。

そ

の
後
、
大

萩

の
人

々
は
話

し
合

い
を

重
ね

、
長
年
住

み
慣

れ
た
地

を

離

れ
、

現
在

の
大

萩

町

へ
と
集

団
移

転

さ
れ

る

の
で
す
。

こ
の
間

に
は
多

く

の
苦

労

が

あ

っ
た

こ
と

で

し

■

う
。

ま
た
、

い
ろ

い
ろ
な

人

々
の
支

援

が

あ

っ
た

こ
と

で
し

ょ
う
。

三

・

一
　

を

あ
げ

る
ま

で
も
な

く
、

日
本

各

地

で
、

世
界
中

で
災
害

が

発
生

し

て

い
ま
す
。

ま
ち

づ

く

り
協

議
会

で

も
、
今

後
防

災

に
関
す

る
催

し
を
計

画
さ

れ

て

い
る
よ
う

で
す
。

ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ
さ

い
。

【
参
照
】

『
愛
束

の
歴
史
』
第

二
巻

四
七
頁
～

Ｉ

一
頁

『
愛

束

の
歴
史

　

ダ

イ
ジ

エ
ス
ト

版
』
人
八

・
八
九
頁

▲道路を 6、 さいだ上砂▲住宅内に流れ込んだ土砂

今 月 の お 買 い 得 券
必ず割引券を切り取つてご持参ください

「
A11日口腱る をフレゼント!!

1鰤 円以上の方に

アイランドカード
2,000円 分のポイント
をブレゼント! !

まち協は地元の商店を応援 します !【 広告募集中 :】



慇ヽとうコミュニティセンターだより
コ ミJニ テ :11ン ター は年守年締 薔際 そ・ヽ 1需 り ヽ ■|ヽ・Iす

も ●

t・  い じめや色プレなことに人が |'つ いて、 r,ま でするプレだとい うことにビックリした  llは 前 1)開 いた 1ビ

“

IL用 いて

t,い い山だと思い ヒす 友だらは人り」にしたいと思い にした  (3イ iヽ さん )

I Tlは 「シ・ リ ヒーンス
｀
コンサ ト.で 学 ん だ こ とは 「人υ)気 11.ち J「 命の りくりJさ Jそ ,1に 、 分 |十 い

つ 1)「  フ、じゃな い _ とし‐うこ とを学 び 資した  1~ご く感 Ilし た し、楽 し′りヽ ぅ́た あ と、 1‐ ご

くか わ い 力ヽ つた し、 か っ こ 1カ つヽた で 1‐  1た 、 聞 きた tヽ で

' (1イ
iNさ ん )

参

加

杵

全

員

に
配
布

さ

れ

た
缶

バ

ッ
チ

は
Ｆ
語

シ

ン
ガ

ー

の

コ

ッ

コ

が
デ

ザ

イ

ン
し

て
く
れ

た

し
た

ノ．Ｌ

し

て

環
境

沖

化
部
会

の
部

員

さ

ん

が
仕
■

の
後

に
集

ょ

っ
て

ｉ
Ｃ

Ｏ

ｌ‐‐‐―

以

卜

の
缶

バ

ッ
ヂ

制

作

に
取

り

組

上

れ
■

し
た

ii、
‐し
｀
≒=L:ェ LL」 民まとLよ買亡:ヽ■

身近 (こ
「死ね J「 バカJな どを lTlき ます  .分 で t,よ く |■うことがあ ります。で も、その  |が  分にとつ

ては、小さなことか もしれ ませんが、‖
「

に とつてはす ごくシ ョックを受けろ )T某 だ と思い ます 簡Jlに 「常
って しようことがあるので、 もつと考えて、‖|「 が どう思 うかな どしつか りとえたいです  この コンサー ト

は 自分を振 り返るいい機会にな りました。す ごく感胡1し たい気 |十 ちです。 (2征 Nさ ん )

。● 司ごく′と、の に入つていく ‖はかりだったので、本当

に
'・

11ヒ  ンス li十 ごい 力 を 1午 つ て い るん だ と思 い よ し

た  中い「舌1,あ った け ど本
」
1に 卜か つた ん だ と分か つた

し そ ん な 人た らが こん な に 1, 11懸 命 げ1引 :る なん て紫 ‖‖i

「,し 1ヽ と1恐 |ヽ 上した  /) で 2 1 11だ つプLIす ど、 イく`¬に

見飽 きな tヽ と思 い ま した  , 1-t・ ―ンrの 1'午 さんの 笑′tが

本 当に ステ キで した  あ りが とうご ざい Iし た  (2イ・1

さん )

青少年育成市民会議家庭部会活動 7/21(日 )

で

・
今 苦 しん で い る ソ、が た く さん い るの だ L感 じた そ 11に 立 ら 山

か つて い る 人は十 二 くプリJlい ノ。って思 った 4イヽ交υ)1占 や 女だ
`,

が ,ヒ ん で しま ,́た り  分 が
'ビ

の うと した i舌 を‖‖い て
'―

ン とさ

にした  人¬:は 楽 しい こ とばか り じゃな くて 、つ らい こ と′

'｀

つ き

1,ノ )/oム′ソ
=L改

″,(1き ,ヽ ま しブ三  十tヽ り́
~〔

りJ´ ,~〔 {,、  ||う)だ tナ が

そ ん な思 い を して い るん じゃ /tい と思 った 十 二 く楽 しか った

11ビ や つた 十分 1,友 だ ら 1,た り]に で きた
',と

|ど う {3イ・ヽ さん )

11を 1也 J式 の 方(1分 けて 1き 、

11,イ をイ4:り 費した お |・
41■ 1ダ )

ホ
'レ

ilさ ん につ く ,́て ばき ま

した

お 1た は作 ったお Iで 流 し素

加をた くさん rt´ くにした 11,)

水〃(砲 lt tt lll rく、11十 二フ レゼ

ン トされ tし た



ほ
が
ら
ふ
■
〓
一よ
り

平
成
一
卜
四
年
度
　
第
〓
卜
六
号

年

の
は
じ
め
に
思
う
事

中
戸
町
　
野
村
　
衣
子

昨
年
、
手
術
入
院
を
し
て
無
事
退
院

さ
せ
て
も
ら

つ
た
夫
が

「最
近
思

っ
て

い
る
事

の
半
分
も
出
来
な

い
」
と
、　
つ

ぶ
や

い
て
い
る
そ
ば

で

「
そ
れ
だ
け
出

来
た
ら
最
高
」
と
言

っ
て
い
る
わ
た
し

も
お
な

い
年
。
以
前
だ

っ
た
ら
、
も
う

ち

ょ

っ
と

出
来

た

の
に
な

―
と
感

じ

て
い
ま
す
。
年
上

の
友
だ
ち
が
、
さ
が

し
物

を
す

る
時

間
が

長
く
な

っ
た

と

一言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
私
も
そ
う

な

っ
た
と
思
う
事
た
び
た
び

『
老

い
と

言
う

の
は
、
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

一

つ
一
つ
増
え
て
い
く
こ
と
』
ら
し

す
。先

日
、
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
新
年
会

に
出
席

し
ま

し
た
。

そ

の
時

の
話

で

す
。
私

の
席

の
左
ど
な
り

の
人
達
は
、

皆
に
心
配
か
け
な

い
よ
う
に
、
こ
ろ

つ

と

死
ね

た
ら

い

い
の
に
な

―
と

話

し

て
お
ら
れ
た
し
、
右
ど
な
り

の
方
は
感

情
も
薄
ら
ぐ
が
、
と
き
め
き
を
感
じ
た

い
。
本
を
読
む
と

い
い
わ
、
と
言

つ
て

お
ら

れ

ま

し
た
。

フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン

の

事
、
旅
行

の
行
き
た

い
所
、
景
色

の
よ

い

で

| まだまだ暑い日が続<毎 日ですが、みなさんお元気です
|

1懲卜1晃腎盆鰤[薇参疑習可;」ず豚32F宝留|

平 和 パ ネ ル 展
開催 中 !

～ 9/29(日 )

い
場
所
な
ど
思

い
思

い
の
お
話

が

い

っ
ぱ

い
出
来

て
楽

し
か

っ

た
な
―
と
、
良

い
集

ま
り
で
し

た
。
　

こ
ん
な
言
葉

が
あ

る
そ

う

で
す
。

『
明

日
死
ぬ
と
思

っ
て
生
き

な
さ

い
。
永
遠

に
生
き

る
と
思

っ
て
学
び
な
さ

い
』

そ
う
だ
と
思

い
、
生
き

て
い

く
か
ぎ

り
感
謝

し
な
が
ら
ボ

ラ

ン
テ

イ
ア
も
出
来

る
か
ぎ

り
さ

せ
て
も
ら
お
う
と
思

つ
て

い
ま

す
。

「パ ンプキ ン !― 模擬原爆の夏―」

(令 丈 ヒロ子/文 、宮尾和孝/絵 )

私 たちの町が原爆投下の練 習台
に 1夏 休みの 自由研究 に、小学生
の ヒロカは戦争の事実 を調べ るこ

とに。本 当にあったお話 を小説 に

してあ り、ぜ ひ親子で一緒 に読 ん

で平和 について考 えたい本です。

いつ も楽 しい コーナ

ーづ くりの提案を して

くだ さる、Ⅸ書 L・ 応援

ボランテ ィア編む編む

クラブ さんが、すてき

なエ コバ ッグをた くさ

ん 作 つ て 卜さい ま し

た 1普段 は思 い思いの

作品作 りをされていま

す。ぜ ひみな さん t)、

コーナーの作 り|を 手に

取って ごFn‐ くだ さい。

☆活動日☆

毎週第 1・ 第3金曜 日

作 り方の載 った本も一

緒においています。

お問い合わせ 。お申込

愛東図書館

みは・・ ・

TEL0749-46-2266 IP0505-801-2266

今

年

の

１
月

に

原

稿

を

い
た

だ

い
た

も

の
を
掲

載

し

て

い
ま
す

の
で
、
ご

ｒ
承

下

さ

い
。

エコパツタ 太
見た目よ し 使い勝手よ し 環境よ し

滋賀県平和祈念館へ行こう

彗お″″シ//―えの

令オと′子さん Zノヤ ヮτ(多 ノ

平成 25年 9月 28日 (土 )

午後 2時～
※詳 しくは、滋賀県平和祈念館

(■[0749-46-0300)へ お問い 0‐ わせ ください。

6



＃

」 ♪著荷村音楽祭 ♪
第 2回

もつたい ない 0や りと り市 開催
出 店 者 募 集

あいとうふくしモールでは、一輪車に乗せて手作り作品

や畑で収穫されたものを販売 したり、物々交換をしたり

してやりとりをします。また、得意な技や昔ながらの生

活の知恵を波露 します。家族そろつて、見て 。触れて 。

やりとりしてください !

★やりとりできるもの★

手作りの野菜や加工品、手作り作品
‐

―

            
ヽ

ヽ
/

/23 ([重3)

10:30～ 14:00まで
あいとうなくし署中

募集〆切
9/:4(上 )

十

心

川真由美

長野 県 出身 の フ ロ ビアニ ス ト。 111き 語 りや

トー クを交 えて楽 しい音楽 会 をり‖ljさ れ て い

ます。 本格 的 な クラ シ ックか らみ ん なで歌 え

るや さ しいプ ログラムです。

す |ず ら しい コンサ ー トです の で是 非 お越 しく

ださい。【共催 :愛 束コミュニティセンタ】

パ

町
内

で
製

作
さ

れ
た
中
山

米

・
ベ

ル
ー
発
年

の
打
楽
器

「
カ
ホ

ン
」
を
使
用
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
が
し
月
卜
Ｈ
、
蔵
ら

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内

で
カ
ホ

ン
を
制
作
し
て
い
る

「
ア
ト
リ

エ
リ
ブ
ラ
」

代
表

の

■
油
伸
　
さ

ん
が
卜
催

し
た
も

の
で
全

国

ツ
ア
ー

を
行

っ
て

い
る

ユ
ニ
ッ
ト

「
ス

ハ
ニ
ッ
シ

ュ
・
コ
不ヽ
ク

シ

コ
ン
」
を
招

い
て

ス
ペ
イ

ン
の

フ
ラ

メ

ン

コ
や

ジ

ヤ
ズ

な

ど

の
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ギ

タ
ー
や

ベ
ー

ス
、
バ
イ
オ
リ

ン
、
イ

ン
ド

の
人
鼓

タ
ブ

ラ

の

ほ
か

『
愛

別
産
』
カ
ホ

ン
を
使

っ
た

情

熱

的

な

音

楽

に
約

百

三

十

人

の
聴

衆

が

魅

了
さ

れ

ま

し
た
。

成ス式″″ ″ rテだノ:平成 26年 1月 12日 (日 )

対象オ :｀
4成 5年 4り 12H～ 平成 6年 4り Jl日 の 間に /1ま

れた方で愛東地 X在 住 または1身 の方

★お問合せ★愛束コ ミュニテ ィセンター まで

く  込 77リブ法 >lLI話 1た は夕i込「ランに 1氾 人 υ)i、 FAX :,し くは

持 参 して くだ さい _

あ い と う′i、 く しモ ー ル逝 |1委 員会 8462170

俳

０

『
あ

い
と

う
菜

花

の
会
』

ら
上
り

の
様

の
子
キ

の
こ
に
き

口
十

タ

ミ

子

タ
ス

に
今
な
き

人

の
軒
づ
た

い

畜
お
淋

茅
子

の
修
復
な
り
ｔ
晨

の
オ

ね

口
は
ホ

※

一
錯

に

体

つ

き

楽

ｔ

み
さ

せ

え

か
。
逹

勢
え

ａ
ａ
よ

〓
上

ミ
ヽ

（
五

口
茂

ネ
キ
ま
で
）

柳

係
帰

り
　

明

日
か
ら
何
す

る

ジ

ィ
ジ

バ

ア
バ

熱
中
症

　
ね
―
チ

ュ
ウ

し
よ
う
と

読

む
夫

き

み
ま

ろ

の
　

上け
舌
な

つ
か
し

老
夫
婦

コ
ミ
セ

ン
流



9 月 愛東地区の主な行事ヨ

実 施 日 行 事 名 場 所

6日 (金 ) リ トミック教室 中期開講 日ぴよびよコス・き らきらコス 愛東 コ ミュニテ ィセ ンター和室

10日 (火 ) ほかほかバンエ房 (火 A)② あいとう福祉 モール内 こむぎ

13日 (金 ) リトミック教室② 愛東コ ミュニテ ィセ ンター和室

13日 (金 ) 第 7回 あいとう卓球大会 お くのの 運 動 公 園軽 運 動室

14日 (土 ) ほかほかパンエ房 (土 )② あいとう福祉モール内こむぎ

17日 (火 ) エプロン講座② 愛 東 コ ミュニテ ィセ ン ター 調 理室

18日 (水 ) 写真教室⑥ 愛東 コ ミュニテ ィセ ンター研修室

19日 (本 ) ほが らか学級館外研修 奥 琵 琶 湖

20日 (金 )
リトミック教室③ 愛東コ ミュニテ ィセ ンター 和室

27日 (金 ) リ トミック教 室④ 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター  和室

28日 (土 ) 海釣 り体験 教 室 福 井 県敦 賀市

29日 (日 ) ミニ盆 栽教 室  最 終 回 愛 東 コ ミュニ テ ィセ ンター

30日 (月 ) うたごえひろば③ 愛東図書館内

※教 室・ 事 業 な とが 変 更 にな る場 合 が あ ります .

■ ■ 4■  ■ 4
詳 しいことはコミュニテ ィセンターヘお尋ね ください。な0749-46-2267

■ ■ ■ ■ お ■ ■ ■ ■ ■ ■
`

☆編 集 後  記 ☆

イlril kり 1)若 く見える人.年 ‖市よ り1,と けて

ルとえる人二 人さまざまですが、年を 重ね るとや

は り若く )と られ るとうれ しtヽ t,の です その背

サitに は、「まだ まだ これか ら・ ・・. ヒけた と

いわれた ら、何か さみ しいJと い う想いが1,(の

|||よ きるか ら
~CIす

イrい
~ご

し L うか

とノ、クラブ愛束ブロックの1幾 関紙
~き

ずな J

に ギ1愛 J〔 支り千長が寄稿 されていました.そ の

文|:の 引にサ ミュエル・ウルマンの ,1彙 をり ||

し紹 介されていました
「

Tイドとは、人/1の ある期 間を「|う のではな

く、心の様‖をい うのだ。優れた想像 力、i■ しき

意志、炎ゆるli熱 、1」ξlキ を退ける勇猛心、安 易

を振 り1舎 て る冒険′さ こ うい う様 相を 午イドと

い うのだ 年 を「[れ ただ けで人は といない。メ!

想 を失 うHlに llめ て といが 来る J と .

若 く見 え る 人はす べ て 11記 の様 ‖ を備 えて

い ると は 11tヽ りJれ ませ んが 、内か らに じみ 出 る

エ ネル ギー に よつて体が代謝 し、それ が、若 く

見 られ る要 人|に なれ ば、それ に越 した ことは あ

りませ ん。年古

'よ

り若 く兄 られ る in齢者 が多い

円「。 そん な田「であ りたい 1)の です .(館 長 )

だ よ

ピロリ菌をご存知ですか ?

ILの 中には多くυ)TT tt υ)判‖選iが 存在 しま」
Jが

、人

1出 lの 間の中にイ|:み `|マ
|む (い がん)'や `lil貴 瘍

(い かい よう)'な どの l・l気 の原 人となる 「ヒ Ll

り「片J とい う糸川持が

'I「

|さ オll い ま・|,

50代 の 日本人の 80%)以 Lが ビロ リ馘iに 感染 し

ていると t,い わブしていまう。
あい とう診療 |,Fで は、而液検査や内祝鏡検杏

(IJカ メラ)な どで ヒロ リ菌に感染 しているか ど

うかを訪]べ 、ビロ リ‖「に感 lLし てぃる方には ヒロ

リ馘iを 倒す治療 (除 菌療法)を おすすめ していま

つ
~.

今 までに ド記の病気 といわれた ことがある方
は、 り女ヒロリ‖「に感 4Lし てぃるか どうかを llベ

ることをおすすめ します .

① lI性 腎炎② 71潰 1/F、 十 1指 腸Fl瘍③ 胃癌

ご質 |‖ のある方は、あい とう診療所 までお問い合
わせ くだ さい.

☆あいとう診療所 80749-46-8030


